






図4 作物の混作,ここではトウモロコシ,オクラそ
の他の植物が一緒に成長している.

を心得ていることが多く,それらはなかなか効

果的である.熱帯地方で農薬が使われているの

は実際には輸出用の作物なのである.輸入農薬

に頼らない害虫対策を表 1に示した.

農薬の使用方法には課題が多い.効果的に使

うには害虫の生活環についての詳細な知識が必

要である.不適切な時期,不適切な場所,方法

での農薬散布はむしろ農薬を使用しないときよ

りも作物生産に有害な結果になる場合がある.

殺虫剤の不適切に使用すると一時的に害虫を

馬区除することはできるが,同時にその害虫の天

敵も殺している.しばらくすると害虫が再び増

加してくるが,その時には捕食する天敵はほと

んどいない.なぜなら天敵は元来害虫より生息

数が少ない上,害虫ほどには早くその数を回復

できないからである.結果的に害虫には天敵が

少ない有利な時間が与えられることになり,殺

虫剤散布時よりもむしろ多い数にまで回復,堰

加するのである.これを改めて馬区除するには前

回よりも多量の殺虫剤が必要になってくる.

やがて害虫は使用される殺虫剤に耐性を持っ

ようになり,新しい,より高価な薬剤が投入さ

れることになる.

この悪循環の行き着く先は激しい環境の汚染

と農民の農薬中毒による健康被害である.典型

的な例が中米の綿花栽培地域でおきているが,
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ここでは害虫に対抗して農薬散布の回数を次第

に増していき, ついに一回の栽培中に44回も

散布する状況に陥り,とうとう綿花栽培を放棄

せざるを得なかった.更にその土地の農薬汚染

があまりにひどかったので,合衆国向けの食肉

の輸出も停止される事態となった.

上の例からわかるように,農薬をどうしても

使わざるを得ないならば,必ず他の害虫対処法

と組み合わせて利用すべきである.

著者の母国であるデンマークでは法律によっ

て蜂が訪花する開花中の作物に日中に殺虫剤を

散布することが禁止されており,農民の不適切

な農薬使用により近隣の養蜂家の蜂に被害がで

た場合は農民は補償金を支払わなければならな

い.実際の判例では不注意に殺虫剤を撒いた農

民が養蜂家に対してだけでなく,蜂が死んだこ

とで花粉媒介が充分行われず作物の収量が減っ

たと認められる近隣の農家に対しても補償金を

支払うよう命令される例が多い (図6).

蜂を農薬被害から守る方法

1.農薬散布地域から充分離れたところに蜂を

避難させておく. 少なくとも7km離れてい

る必要があるが,これだけ距離があると,そ

の蜂による花粉媒介は全く期待できない.

図5 ミソバチはタマネギやその他のアリウムの仲間

の花から花蜜を集める.その際に花粉を体につ

けてあちこち動きB]り,他家受粉を行うので多

量の良い種子が生産される.
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蓑2 蜂に対する毒性の高い農薬

アセフェート

アルジカルブ 粒剤

アルドリン

アミノカルブ

アジンホス･エチル

アジンホス･メチル

ジクロルボス100% 乳剤

DNOC
EPN

エトリムホス

フェナミホス

フェニトロチオン

25% 乳剤

パラチオン

パラチオン･メチル

ベルメトリン

フェントエート

ホスメット

ベンダイオカルブ フェンスルホチオン ホスファミドン100% 乳剤

批駿カルシウム

カルバリル50% 水和剤,粉剤

カルボフランフロアブル

カルボフェノチオン20%

乳剤,粉剤

カルボスルファン

クロルピルホス

クロトキンホス

フェンチオン

フェンバレレート

フルシトリネート

ホルモチオン

リンデン

へブタクロル

へプテノホス

イソベンザン WSC?

シベルメトリン10% 乳剤 枇酸鉛

Decamethrin20EC

(デルタメトリン?)

デルタメトリン

ダイアジノン

Dicapthon

ジクロルボス100% 乳剤

ジクロトホス

ディルドリン

マラソン,マラチオン 粒剤

メタミドホス

メチダチオン

メチオカルブ

メソミル

メビンホス

モノクロトホス

ホレート

ホキシム

ベルトリン25% 乳剤

ビリミホス･エチル

ピリミホス･メチル

プロポキスル

キナルホス25% 乳剤

レスメトリン

スルホテッブ

スルプロホス

スミチオン50% 乳剤

(-fenitrithion)

テロラクロルビンホス

チオメトン

チオナジン

トリアゾホス

ナレッド 粒剤,水和剤 バミドチオン

ジメトエート30% 乳剤 オメトエート

ジノセフ ォキシジメントン･メチル

(VermaandPartap,1993;JohansenandMayer,1990;Adeyetal,1986より)

2.農家と養蜂家の協力 も大切である. 養蜂家

がより安全な農薬について知 っているなら,

農民が現在使 っている農薬の危険性を伝え,

相互に利益のあるような蜂による花粉媒介作

業 と,農家の慎重な農薬使用に関する取 り決

めをっ くる.

3. 農薬散布の前に蜂を遠 くに移動させ, 花に

農薬の毒性が残 っている問は戻さない.

4.近 くの開花中の植物に農薬がまかれ, 巣箱

の移動 も難 しいときは,蜂を巣箱内に閉 じこ

める.巣箱を目の粗い大 きな麻袋で覆い,水

をかけて冷やす.蜂が蜂児を冷やせるように

巣箱の中にも水をあたえる.巣箱を日陰に置

き,覆いを常に湿 らせるように水をかけてお

けば,2日間はそのまま閉 じこめておける.

5. そばに水道管が来ているのなら, 巣箱に水

を撒 き続け,蜂が今日は雨降りだか ら外に出

るのは止めようと考えるように工夫すること

もできる.

農薬の種類

農薬は直接の接触,摂食による消化器官から

の吸収,及び腰蒸消毒によって効果をあ らわ

し,以下の 8タイプに大別できる.

殺鼠剤: 苗歯動物を殺す

防徴剤 :防カビ,真菌類

殺 ダニ剤: ダニを殺す

除草剤: 植物を枯 らす

殺虫剤: 昆虫を殺す

殺線虫剤: ネマ トーダを殺す

ナメクジ駆除剤:軟体動物を殺す

殺菌剤:人,その他の動物に着 く細菌類

を殺す

この うち蜂に害を及ぼすのは主 に殺虫剤だ

が,他の農薬の被害 も受けることがある.殺虫

剤は蜂のみならず,人体にも有害である.



図6 日中に開花中の花に農薬が散布されると訪花す

る多くの蜂が死ぬことになる.

合成殺虫剤は以下の4グループに大別でき

る.

*塩素化炭化水素 (有機塩素系殺虫剤/

DDT,アルドリンなど)

*有機燐酸エステル (有機燐殺虫剤)

*カルバ ミン酸塩

*ピレスロイド

蜂に対する毒性の高い農薬

蜂への被害を最小限にするため,以下の農薬

は夕刻から夜間に散布すべきである.また開花

中の作物や雑草に散布 してはならない.これら

の薬品の多くは散布から10時間後でさえ強い

残留毒性を持ち続けている (表 2).

蜂にとって不快な臭いがして撒いてあると蜂

がすぐに逃げ出す忌避殺虫剤もあり,これは蜂

には幸いである.しかし残念ながら農薬を撒こ

うとしている農民はこの様な薬剤のことを知ら

ないので,花粉媒介してくれる蜂を守るよりよ

い農薬を選ぶことができない.
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